
第五部北海道の地質調査事業はどのように進められたか

9)に知床硫黄が生産されている

安政2年(ユ855)に再び蝦夷地を直轄地とした幕府は

アメリカから文久元年(ユ861)に鉱山地質技師ブレｰク

(W跣楓E)とパンペリｰ(R｡肺MP趾甘)を招き

道商地方の地質調査にあたらせた苗この時彼らによっ

てはじめて本邦にアマルガム法火薬による発破法が

伝えられたという由地質調査の結果は翌文久喜隼(工8

62)にG船1⑰墓1鵬1滅顯桃餐%ぎ鮎重ま雛t1源醐狐遜

Y鑓鋤葦J鞭搬として公表書れた｡怒れ秘杓が團最初

の地質鉱床調査を扱っている白地図は総万分の五の踏

査園であった､この数年の聞にも砦雄登硫黄芽沼

嵐山古城井硫蔑幌別硫黄勧床硫叢な蝪董操業を闘

虫台している､

明治2隼(蝿6蔓)開掘使が設立されこのなめ硬鉱薬欝

務を統轄し蝦夷を北海道&改称した

明治遂隼(王87王)開拓僅ぬ招かれ淀ケプ漬ン(鷲｡

C鯉鮒N)に同行し花アン努恕〃(T,A鮒エ搬肌)は

翌年遣繭地区の鋤工陸視察じ調査鞍料を残し花岳

費イ努ンの地衡鰯�
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W赫H必･i曲として凄たマント(王鯛)により

G8Q工囎ic弦1Notesとして報告されたが全体の結果は

明治豊年(1976)日本蝦夷地要略之図(AG鋤1囎1ca1

Sketc血Mapofthe至§1狐dofYesso,Japa禁)として出

版された.これは200万分の1北海道全域の地質図であ

開楯便から出版さ秘怒茅イ坪ンと箏ン顯一の灘諸藩

作製しのも北海道庁に移り明治24年(1891)｢北海道

地質鉱床調査報文｣をあらわした.

これより失明治21年(1888)に北海道庁は北海道新

地質調査を開始し前年東京大学を卒業した神保小虎が

主任となり石川貞治横山壮次郎が助手と狂った.

23年から浅井郁太郎が嘱託として参加している.全俸

の企画は道庁技師芯った河野が立案し最初の4ヵ年

測量の詳査にゆずった.明治23年(1890)には2カ

年の概察と地質鉱床調査の山内以下の資料とを総合し

て閉海道地質路論Jをあらわし地質図と英文説明書

{慨p1榊鮒yT繊㈹th鐙G馳1091雌1晩pOfHO鰍籔1aO"

を付した｡全体の調査結果は明治蝸牛(五892)および

明治26年(五893)に分けて出版された｢北海道地質報文｣

上下簑繍である｡上巻は緒言と北海道地勢総論であり

下巻には北海道岩肴総論と本道十一国地勢地質芽串二

鉱産本道鉱産地結論とが納められている｡上下妻

編に分かれたのは縫凶年度経費其繊の事情に因り轟

とされている｡彼は明治鋤年から鰯年にかけてしき

り紀地学雑誌熔北海道の記寮を投稿している.当時

神保は室内作業を冬期間東京で行なって鉱石顕微鏡

による観察をして濁りまた化宥の研究岩石の性質

成因生成時代などを究明している曲彼の北海道地質

図は原田豊吉(工890)Jap狐1scheiバ鵬3h}に引用され

ている曲一方神保はライ呼ンは対する意識が強かっ

たようでライ呼ンの地質図をめぐって坂市太郎をの闇

にはげしいやりとりが起こつ花ことは有名で勝る､

新地質調養は明治26牢(醐2)から鉱物調査と土性調

耽海道庁発行の神保小焼の地質轍文を地質略輸�



査とぽ分けられ同年の神保の退職後は石川カミ鉱物調

査主任と勾り横山ととも紀その業にあたった.両名

とも札幌農学校出身でありた

札幌農学校明治21年(ユ888)蔵書目録に記載されて

いる教科書には以下のものがある
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泌飢ua五〇壬Ge⑪工囎y3馨本Iは工870年版

下嚢斌一ち｡泌⑩圭Ge◎王⑩駆王8鑓竿版6粉

滅紋鶯蝸工｡f泌三鵬r餐王⑪駆亙8?峰版魯冊

S減鋤◎董蝸鮒置三⑪gy18鑓卸版と螂蹄版

9冊

丁軸一bo⑪k披泌in鯛1昭y工886年版

Text七〇〇k⑪fGe〇五囎y2磐本王885年版

Keヅ｡籔C虹献破G琶｡亘｡gic駁王恥m置禿至棚

!85ユ年版

Th竃S伽de就宝轟醐蔭狐e鮎s◎fGedo馴至971

年版9搬

P命的i髄｡fGe⑪五⑪醐2巻本工872牢と翌887

年版

V〇五徽me裏エ881年版

これらは娑涛でも一椀の教科書であり現在でも名を知ら

れているものが夢い｡冊数の多いのは実際に学生が使用し

花ものと悪妻)紙その頃の札幌農学搬においては最新館識

による地質学教育カ桁棚)れていた模様である,

(この項北海遠大学小撚英爽教授の数剥はる)

明治26年(1893)には道庁は両名を北貿本各地の鉱

山巡視に派遣しており石州は足尾釜石尾去択

小坂横山は足尾院内荒川阿仁小坂の各鉱山

から出雲碕石油地などを訪れた｡これは本道内部

の人跡未踏地で鉱産を探検するのに内地鉱山の視察が必

要との意見にもとずくものであった.同年の横山の調

査は千島はまでおよんでいる｡この結果は明治27年

(工8蔓遂ジ北海道庁地質調査鉱物調査報文｣として石川

横山両名の367ぺ一ジの大概となっている､当時彼

らが北海道の地質鉱床の参考とした文献は以下のもの

であった,

ライ嘩ン神保酉山なぜの箸審の憾かに

夢羅尾忠郎北海道鉱山馨記明治2脚

ミルン昌本の火山脇綿

パンペリｰ支那蒙古及買本地質探検自186脚

到865隼

この事業は引きつづいて行恋われ明治29年(王896)

の第二報文の発表と共は籍をあじ危.一方の土性調査

は明治26年で終了,している｡鉱物調査も創業以来経

費の削減ぽ悩まきれたよ簑で齢る岳明治2陣には鉱{

行政は札幌鉱山監督署に移管されている｡ζの頃

明治29年から北兇枝幸付近の砂金がゴｰルドラッシ

ュをうみ出しまた融峰(螂8)から操業され花倶如

安鉄山は員本有数の褐鉄鉱鉱出として出鉱実績ぽぽ

δ00万トンに瀧し現在室でつづいている由

婁滅鯛⑳開発から大井上翻蜜で

明治33年(190C)アメリカ深タングｰト系インタｰナ

シ鷲ナル会社か本道に進出し明治36年(1903)石狩油田

の開発に成功し花｡以後軽罪滴田赫明治蜘年(独0?)試

掘ぽ成功するを共は各社が進出し大正遂牢(螂蟻湘

梨滴蘭大正三｡牢(蛾五)稚内浦蘭大亜n年(醐蒙)芦閥

油蘭大正三3隼(工螂)振老漉関大正五瞬(五螂)増幅滴'

囲お番地の漁閾が相次いで発見開発書れ施苗

一方札幌鉱山監督霧技師であっ花大井上議運は明

治遂⑪年(蜘7)け張郡地質調査報文｣をさらに腔蜘

煤閑地質調査報文｣を出している軸

明治遂蹄(蜘O)地質調査所は鉱物調査事業を起忽す

ことと匁りた丑この目的は

鉱物環出の状態を究めて探究の摺針を系し従来知蔭れ花

る慶地紀就き精密な葛鉱廉調査を施行し竜の巣花して起繁

ぽ煙るや番伸を検し併せて起業圭の資料を作る

この結果は翌年ただちに

から6号まで刊行された.

鉱物調査報告として1号

内容は道南の鉱山につい

北灘溝蹄発利

の織物鰯鐙報文�



ては狭義の鉱床調査であ欄恕が十勝目高については

広域な地質調査であり忠実に岩相を記載したものであ

って北海道の内部が婁0年紀して地質学的に一段と

明らか枚ものと溶った､鉱物調査報告の刊行は地質

学雑誌や地学雑誌にただちに紹介害れた｡

北海の地文殊愁芥魔衆飾⑳地象く今度の発凝は繁1ζ挑鰯養の

繍果紀叢つもの象かるべし｡本制ぴか…硫欝齢一･数夢の

鉱ル…腐浄…砂金無他者湊級闘する詳細旦つ有謡なる調事

驚貯普夢｡蕎人今後益序北溝の蜜源の発見奮婁みて止凄零る

拠な聾(地質学雑諸王勢の綴介記事)

転･…本轍讐鶏至努の如く漆暑愁然人ぽ鉱繁脅を地理地質研

究番とを糊誼すぺ誉1ま余輩⑳蟹肴蜜襲せざる所なり掩(地学

難議慧母の紹介記事)

以下3･4･5号の紹介はよ篭と微の期待は鉱床調

査そのものにあるようであった.その後は遣南の鉄

鉱床天北釧路の暦炭各地の滴徴幼の鉱床調査がさ

れて重要な石炭石油産地はくり返し箪復調査がさ

れるとともぽ広域の地質調窺も多く行溶われた,報

沓は大正狐隼(至鵬)巌では毎年数冊刊行され大正

14年(192§)籔概聯蝸隼(1930)エ冊を金部で37

↑

十

この鉱物調査に付随して地質調査所の地形測量が行

なわれ北海道内陸部の地形が朗らかとなったのも特

記されなければ枚ら扱い事がらである方その頃地質

調査所で澄0万分ゲ)工地形図}光｣七大分Jなどを作製

した阿曾昭次郎は北海道庁1ζ迎えられて拓殖図の作製

に従事していたが一波は大正7年開遣50年に際し拓殖

功労脊として表彰されている一全般的なものとしては

明治婁3年から30年にかけて発行された北海道庁編20万分

の王地形図が路って平地では拓殖1図があるのみであっ

た大正元年前後にはやはり北海道庁編の5万分の1

地形図が発行されている｡しかしこれらは平地では

信頼出来るが一度山中に入れば妻っ抱く用をなさない

有様で測量技師らの困苦は絶頂であった.初年には

距離をはかるために蚤樫車を持参したが次年度からは

闇纐を用いこれでも伸縮がは枚は芯しく取り扱いに

も不便柱ために竹尺に替えたといわれている.

このような困難のなかでの作業でもその成果は顕著

なものでその後も各方面で箆宝がられた.たとえば

大担逐年(醐6次いたηても阿寒湖の水位は北海道

序編§万分の五地形図で筋8跳鉱物調査報告第笈0号の

20万分の五地質図1逐は39晦&いうわの値レかなかった.

現在その水位は姐9皿とされていることからみても

至難な業を遂行したものといえよう.

㌣
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昭和逐年(篶2§)紀北海道庁は工業試験場は篤δ部を

もI鮒北海道綱大学工鞠の鶴忠舵馳して

1全額團剤はる北海道有用鉱産物調査を行抵うことと

㍗1な北野外調査僻紬始まったポ肌ろほ

二._____________二｣蛮だ岡大学に地質学鉱物学教室が設けられておらず同

官用鉱産物調査匿載魑(萌治鵡弊～犬週護確)

明治の末から大正にかけては明治鵡隼(工9エ0)に目

高のク頂一ム鉱床が開発の桃を示し圃独牢(蜘五)に

は奥腕幌別などの硫叢鉱山の開発が軌道紀のり大正

逐年(19エ6)ぽ鴻の舞鉱山の禿山鉱床が発箆慈れるなど

ようやく本道内の鉱業か上昇気運にのった時てあっ花吉

このよう祖地質調査事業の進展と鉱業の発展につれ

て大井上義近は大遮7隼(側8)紀各種の成果をもり

こんだ60万分の工北海道地質図を刊行した.これか

以後10数年にわたる地質調盤のブランクを埋めるもの

として大いに役立ち利用された地質図であった.�
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本調養は北海道内資源開発の員的を以て特に従来の調査紀

洩れたる荷馬鉱産物の察地踏査鑓び紀試験研究を主眼とし併

せて急を企繋化する鶴合の参考に欝普んとす､撚って輿実行

方針も赤絵て実際間懸として考慮を紙ひ徒ら紀学理の探究

に走るを瀦げ直接産薬助疑薮欝とす､

このようにその目的あしで有用鉱産物調査は行政

に依存したのであるが縮尺カ沌万分のヱで当時の7

万δ千分の亙地質図幅よりも大縮尺で鯵ゆ調査区域カミ

西南北海道にほぼ集中したζともあって当時の西南北

海遣と東北員本との間の関係を明らかにする上階大き

な貢献をした｡騨外調査の実際は別項記事にある通

1)でだいたい官僚機構のなかの地質調査の感じか強く

調査員の苦労もたいへんだったようである.執筆者名

にしても第1号は沢田鶴松の名で公表されたがそ

れ以後は

些揚副手高橋哲弥同伊藤貞蔵岡茶木久芳等は有用鉱産物

調養外繋に従事し続いて輿後の内業を終克花リ余愁赤宥一

行に伽はり同地方を踏査するζと数回終始榮を倶にせる関係

上幾揚畏の書に従ひ余の名に於て報告す(第3号の緒曽)

と診るように福富の名にぷって公表密れ調査員が項

目毎に列挙されている.調査員の名が著者としてあ

らわされるよう紀匁ったのは第9号からである｡

また第6号から横書となった岳この調査に従事した

のは前記のほか古館兼治相馬吉一下斗米(石川)

俊爽矢島澄策陸川正明松岡文男竹内嘉助の人た

ちだった.

δ発ごと鋤艶

麗鰯毅

(翼本地質図

索夢鰯蓬;こよ

る)

大鈴上鑓遊鰯錐(蜘嚢)剛ヒ海遠地簸灘

昭和δ年(工930)北海道帝国大学に地質学鉱物学教室

が新設され以後北海道の地質についての知識は飛

躍的紀増大した､卒業論文修業論文のテｰマおして

δ万分の更地形團夏枚程度をカバｰし症例も多く前記

有用鉱産物調査はもその後帆0万分のエ地質図幅調査

にも夢くの人材を送り出した.教室ぽ新進気鋭の学者

が多数集蛮り努力したことほ一般樽北海道地質調査

事業の急務で彫ることを認識させるに至り花山そして

北海道庁札幌鉱山監督局帝室林野局札幌鉄道局

北海道帯園大学なだと異聞業界の援助によって財団

法人北海道地質調査会が昭和6年(王93王)に設立された畠

本会はその事業結果を公表するために北海道地質

調査会報告を発刊しその亙･213号&して大石三郎

渡辺武男(!搬)｢然別沼｣地質図幅根本忠寛大有

三郎渡辺斌男(王鰯)ザ帯広J地質図幅根本忠寛佐

命保灘(鵬3バ大樹J地質図幅か発刊された日これら

は10万分の1の縮尺で北海道庁農務部の委託調査を薮

とめたものであった.1短時目の調査恋がら池困層

綬蚊を畿ぬ洲泌撤本篇寛編集(至螂)剛鱗適地徽灘�
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帯広層など後年まで重要匁地層が設定されまた大習中爆発事故にのため不運な最後をとげた.これら未

川岩などのアノレカリ岩が兇出養れるなどの話題をうんだ.刊の調査デｰタはいずれも後のδ万分の1図幅調査に

昭和11年(1936)に根本忠窺渡辺武男による｢得撫際して利用された.

島｣図幅説明書が策8号として刊行されたカミ地質図は叉0万分の王地質調査は有用鉱産物調査よりも地質調

ついに刊行されなかった･杏を主としたもので有用資源に対しては別に鉱床調

査部が設けられ鉱床調査報告第1号として赤岡純一

昭和11年(1936)に工業試験場は第5部を資源調節杉本忠雄はよる北海道の含鴛ツケル磁硫鉄鉱鉱床調

査部としこれまでの有用鉱産物調査を10万分の1地査報告と錦凄号の河田英他3名による大玖鉱山の地質

質調査に切り替えたこの指導には北大から転じた根鉱床並に電気探査報告か刊行された珀斉藤仁は渡島半

本忠寛と嘱託の鈴木醇とがあたった一翌12隼(1937)島全般の非鉄金属鉱床の調査はあたり小山岡拓之は遣

には窮王号として竹内嘉助三本杉巳代治紀よる北の砂鉱調査はあ施った.しかしこれらの調査結果

浦河図幅が刊行されだがこれは有用鉱産物調査からは復命書の形で行なわれ偉に出なかった音

引きついだものをまとめたものだった･この計画はこの間に昭和10年(1930)頃から開発あるいは再開

会遺を7遂図幅に分けて五回幅を1シｰズンで調査しよされた鉱山としては千才鉱山豊羽鉱山小樽松倉鉱

うとし夜ものであり｢興部J｢長万部｣｢寿都J｢登山稲倉石鉱山大江鉱山野沢鉱山などがあり婿和

川｣｢潟ノ舞｣｢余別岳｣と昭和17年(1942)までに11年(1936)ばは知床硫黄山から熔流硫黄の流出があ

7図幅刊行され調査員としては前記のほかに矢島澄策って学界の注属をひいた｡同年にはイトムカ鉱山が

隆川正明古鯖兼治根本忠寛水口文作匁とがある｡発屍されている,

互0万分の王地質調査は地質調査所の7万δ千分の1

地質図幅調査事業カミ昭和17年に中絶したにもかかわらず昭和16年(王941)に帝国石油KKが創立され全国的

つづいて進められ昭和19年(五944)放かばで打切られに調査と採油事業が活発と匁った｡これより究地質

た斎藤正樹はる噸前山図幅は婿和五蹄(脳0)調査所は明治35年(醐2)ぽ油田関第五暑越後園策山

紀調査完了し原図沸完成密れて印脇所は鰯きれている滴開図を刊行しその後送隼各地の油田図の刊行をつづ

うちぽ照和王9牢(ユ944)の東京空靭はりて灰嬢とけたが北海遣では昭和響隼(193遂)に至って油閏調査

なった同じ斎藤による｢平取J図幅根本によるが行なわれて副エ年(1936)にはじめて飯塚保五郎

㌘厚囲｣図幅根本水口による余市図幅も調査完了しによる宗谷油田渡辺久吉による天塩油田が刊行された.

斉藤による｢下川J図幅と根本大越寿市にぶる㌘滝その後昭和18牢までに合計籔図カミ刊行されている｡

川Jおよび｢雄冬J図幅は調査中に申上命令ぽ擁したと調査員はその他初山列油岡の千谷好之助稚内1振老･

のこあである苛深谷竜太は｢登別J図幅を目名利1碑に川端油田の竹原平一である､戦争のためは公刊され衣

調査したか妻もなく応召し終戦直前記札幌郊外で漬かったものとして橋本克巳による樺戸漁田兼手勝は
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